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要があることを示した。  





















EDZ が進展していない健全な岩盤と比較して 3～ 5 オーダーほど高い値であることが示
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 ２．北海道天塩郡の幌延深地層研究センター深度 250m の調査坑道において坑道掘
削に伴う弾性波トモグラフィ調査を行い、弾性波速度に顕著な低下は坑道掘削時に坑
道壁面から約 1m 深さまで広がったが、その後 2 年間の調査では経時的な変化がなか
ったことを明らかにした。   





透水係数は、EDZ が進展していない健全な岩盤と比較して 3～ 5 オーダーほど高い値で
あることを示すとともに、坑道掘削後約 2 年間にわたる透水試験結果から EDZ は掘削
直後に瞬間的に形成され透水性の増大が生じるが、その後は安定し経時的な変化は生
じないことを明らかにした。  
 本論文は、高レベル放射性廃棄物の地層処分における EDZ の発生機構とその経時的
変化に関する現象解明を進展させるともに、予測手法の改善に資する成果を示してお
り、当該課題に対する学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文
は、博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 29 年 1 月 20
日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学
位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。   
 
